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「いづると入るとを守られる神」 
 
詩編 121 
121:1 目を上げて、わたしは山々を仰ぐ。わたしの助けはどこから来るのか。 
121:2 わたしの助けは来る 天地を造られた主のもとから。 
121:3 どうか、主があなたを助けて足がよろめかないようにしまどろむことなく見守ってくださるよう
に。 
121:4 見よ、イスラエルを見守る方はまどろむことなく、眠ることもない。 
121:5 主はあなたを見守る方あなたを覆う陰、あなたの右にいます方。 
121:6 昼、太陽はあなたを撃つことがなく夜、月もあなたを撃つことがない。 
121:7 主がすべての災いを遠ざけてあなたを見守りあなたの魂を見守ってくださるように。 
121:8 あなたの出で立つのも帰るのも主が見守ってくださるように。今も、そしてとこしえに。 
＊＊＊＊＊ 
この詩篇はエルサレムの神殿に向かう道々、歌っていた詩編です。 
目の前に見える山々は「困難や悩み、悲しみの山々」と理解することもできるし 
自分が向かっている神の神殿のある場所へのあこがれと理解することもできると思います。 
しかし、作者は間違いなく「助けはある」「助けは来る」と信じています。 
そして神様がどれほど真剣にその民を守ろうとしておられるかが綴られています。 
 
1）まどろむことなく、眠ることなく守られる主 
非常に特徴的な表現ですが、まどろむことなく、眠ることなくという言葉には 
「片時もあなたから目を離さず見守る」という意欲が痛々しいほど感じられます。 
赤ちゃんを産んだばかりのお母さんでも、うとうとすることがあります。 
でも、神様は疲れを知らず、私たちへの見守りのために、うとうとすることもないと 
いうのです。万全の注意を払ってあなたの日常を見守るお方、それが聖書の神です。 
 
2）見守る方・あなたを覆う影・右におられる方 
神様という存在は「影」があなたの意識するとしないとに関わらず、そこに常にぴったり 
ついているように私たちの意識を超えたところに「いてくださる」お方です。 
意識できないような、何にも感じないところにもちゃんと届いていてくださる神。 
 
そして右というのは力の象徴ですが、私たちの力そのものになってくださるお方。 
私たちの味方になり、力を発揮してくださるお方と理解できるでしょう。 
 
3）災いを遠ざけ、見守る神 



神様は私たちの災いを喜ぶ方ではありません。地上に起こるどんな災いも 
神様の喜びとはなりません。 
災いから遠ざけてくださろうとしておられる神。 
安全・平和・融和・共同意識・共感・共苦の心を私たちに与えようとしてくださっている神です。 
神は災いを喜ばれる存在ではありません。 
善人が苦しむことも、悪人が苦しむことも、喜ぶことはないお方です。 
 
4）私たちの最初から最後までを 
 
121:8 あなたの出で立つのも帰るのも主が見守ってくださるように。 
今も、そしてとこしえに。 
この詩編121の文語体の訳では最後の節がこうなっています。 
 8 ヱホバは今よりとこしへにいたるまで 汝のいづると入るとをまもりたまはん  
「汝のいづると入るとをまもりたまわん」 
これは「出発する時から帰ってくる時まで」という意味になりますが、 
よくよく考えると「私たちがこの世に生まれ出たときから、神の国に入る時まで」 
と理解することができるように思います。 
つまり、私たちの一生全部、ずっと、守ってくださるということなのです。 
ここに大きな安心、安全が約束されているのです。 
 
この一年、いろいろなことがありました。 
一年の 1月 1日から12月 31日までという区切りも一つの大事な区切りです。 
1月 1日の出発から、12月 31日の終わりまで、あるいはあなたの誕生日から始まった 
人生の出発の日から、地上を離れ神の国に入るその日まで、神の守りは継続的、永続的にあなたに届けら
れるというこの約束を今朝、しっかり心に留めたいと思います。 
 
今がどんな状況であろうと、 
神は「汝のいづると入るとをまもりたまわん」と約束しておられます。 
辛いところを通過することがあるとしても神の「汝のいづると入るとをまもりたまわん」 
という約束に変更はありません。しかも「今も、そしてとこしえに。」です。 
今日、そのことをしっかり心に留めたいと思います。 
 
＊＊ 
そして新年に向けてのこの詩を忘れるわけにはいきません。 
主のよき力に守られて 
（D.ボンヘッファー／村椿嘉信訳） 
 
主のよき力に 確かに 静かに 取り囲まれ 



不思議にも守られ 慰められて 
私はここでの日々を君たちと共に生き 
君たちと共に新年を迎えようとしています 
 
過ぎ去ろうとしている時は 私たちの心をなおも悩まし 
悪夢のような日々の重荷は 私たちをなおも圧し続けています 
あぁ、主よ どうかこのおびえおののく魂に 
あなたが備えている救いを与えてください 
 
あなたが、もし私たちに苦い杯を 苦汁にあふれる杯を 
なみなみとついで差し出されるなら 
私たちはそれを恐れず 感謝して 
いつくしみと愛に満ちたあなたの手から受け取りましょう 
 
しかし、もしあなたが私たちにもう一度喜びを 
この世と まぶしいばかりに輝く太陽に対する喜びを与えてくださるなら 
私たちは過ぎ去った日々のことをすべて思い起こしましょう 
私たちのこの世の生のすべては あなたのものです 
 
あなたがこの闇の中にもたらしたろうそくを 
どうか今こそ 暖かく 明るく燃やしてください 
そしてできるなら 引き裂かれた私たちをもう一度 結び合わせてください 
あなたの光が夜の闇の中でこそ輝くことを 私たちは知っています 
 
深い静けさが私たちを包んでいる今 このときに 
私たちに聞かせてください 
私たちのまわりに広がる目に見えない世界のあふれるばかりの音の響きを 
あなたのすべての子どもたちが高らかに歌う賛美の歌声を 
 
主のよき力に 不思議にも守られて 
私たちは来るべきものを安らかに待ち受けます 
神は 朝に夕に 私たちのそばにいるでしょう 
そして私たちが迎える新しい日々にも 神は必ず 私たちと共にいるでしょう  
 
・・・・・・・・ 
 
MACF礼拝映像はこちらです。 
https://youtu.be/TCAjPflDAJk 



 


